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愛し合いたい 夢を分かち合いたい
君の笑顔で 世界が平和になったらいいのにな

何もしたくない 外は晴れたのに
君のことばかり考えてしまう

あの子と目があったぜ
世界は今日も平和だな
伝えたい気持ちはなかなか言葉になっちゃくれない
せめてこれだけ言わせてよ

ベイベー アイラブユー
とてもかんたんなことば
単純な愛の言葉

ベイベーアイラブユー
どうか君まで届きますように

子供の頃みたいに 胸をはずませて
君の街まで自転車をこいだ
遠くで揺れる 夕暮れ空が
綺麗 とても綺麗
こんな気持ちにさせてくれて どうもありがとう

あの子と手を繋いだぜ
世界は今日も平和だな
伝えたい気持ちはなかなか言葉になっちゃくれない
せめてこれだけ言わせてよ

愛してる
とてもかんたんなことば
単純な愛の言葉

愛してるどうか君まで
届きますように09
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何もないこの世界でも
いつの時代もそうだ
Take me out of here
Change myself tonight

愛を得たいんでしょ？
偽物でもいいかな？
Take me out of here
Change myself tonight

Start from twenty four o'clock 
Let's have a drink now

Wine,Champagne,Tequila
Vodka も本来の姿で受け止めるんだよ
Beer,Brandy,Bourbon も
言葉の存在を殺して失うほどの

You will take me out from deep darkness
[But It kills me]
What can you give me
[Fact or fake]

何もないこの世界でも
いつの時代もそうだ
Take me out of here
Change myself tonight

愛を得たいんでしょ？
偽物でもいいかな？
Take me out of here
Change myself tonight

Start from twenty four o'clock 
Let's have a drink now
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「ねえ、ちょっと聞いて」
あの日バイト帰り、君は言ったんだ
「もしあたしが東京行ったら
どうする？」
突然のことすぎて
何も言えなくなった僕に
君は笑う
冗談めかして過ぎてく泡のような日々

バンド、バイトあと
ハイライトに君と
それと、何だ
貯金切り崩し、残高を見る
これじゃ足りないよ

春を咥えた安心と砂嵐の中で
夢の応えと現状の波
君が見ている、これから先のふたりは
何を持っている
教えてほしい
教えてほしい

春を咥えた安心と砂嵐の中で
夢の応えと現状の波
君が見ている、これから先のふたりは
何を持っている
教えてほしい
教えてほしい
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のしかかって取れない大きなブルー
よく見りゃそれは真っ赤なブルー
タイムアップ横目 the easy game
想像膨らませて big scale

ギリギリが鉄板 style
大目玉にチョップさファッキンレース
小手先ワンツーで勝負
それなり健闘のゴール

始まりそうさ大キャラバン
どこにあるんだいこのべースキャンプ？
つまずきついでのその一歩
先の旅路はノーヒント

完璧主義・手広げすぎ・不安症
ダメ三銃士
型作った？基礎固めた？
具体から抽象、これも重要

失敗のパティ、ゆて死ぬ事なんてないし
すぐに離すぜ 10馬身
取り残されお前もその調子？？

one of only

読めないぜ先の後悔を
全開 飛び出すぜストック
yeah 食らわすぜタイトさラッキーパンチ
ひらめき一発勝負
手がかりだってひとしきり
最速最短 ジャンピナー
この度だって予想通り
あなたに待ってる有終の美

まだまだ止めないで don't sleep
止まらないで keep on running
ただでさえ時間がないし
瀬戸際だからね keep on doing it

想像以上のキテレツな話に
てんてこ舞いの様子ねお嬢さん
感覚でこなせ brainstorm
あっという間さ game set

俺を見ているようだ。
同じ目をしている。
お互い孤独で
結局、人は独りだ。

俺は何にも染まらない。
何にも。

赤く染まる空へ
雄々しく浮かぶ一羽の鴉
それは遥か高く、黒く、
何にも染まらず。
何に恐れているんだ
あの鴉のように
黒く、強く、叫べ。
迷うな。
俺は何も染まらない。

それがお前の望んだ生き方なのか
自分自身に聞いてみなよ
なぁ聞こえているか
声が聞こえるか
自分らしさを忘れるなよ
俺は俺の思うままに生きたい。

遥か高く、黒く、何も染まらず。
黒く、強く、叫ぶ。
俺は何にも染まらない。

歯車は既に狂っていたんだ
何となく過ごした 20代半ば
夢、理想、現実の答え合わせはどうだ？
今、君がいるべき  立ち位置は何処だ？

生きるって言葉   簡単に吐いてた
何もねえ自分に問いかけて

辛くて最低な日々も
不安で迷い込んだ夜も
一人で叫ぶよ
絶望すれば  何が見えてくるの？
その眼には

歯車は既にあなたの居た海の底へ
ここからでは僕の声は聞こえないのだろう
昨日、今日、明日へと続く迷路の中で
ひたすら、ただひたすらに前を向け

生きるって言葉   簡単に吐いてる
君だって同じさ  そうだろう？

汗水垂らして働く人が今日も
あなたに光を照らしてるのに
また人のせいにして

辛くて最低な日々も
不安で迷い込んだ夜も
一人で叫ぶよ
幸か不幸か  決めるのは君だろう？

辛くて最低な日々も
不安で迷い込んだ夜も
二人で叫ぶよ
正解は無いけど  光を目指して

絶望すれば  何が見えてくるの？
その眼には

ここから電車に乗って
海を渡る船に乗って
あの橋を渡った所に小さな島が

おかえりって
知らないおばちゃんに言われる
ただいまって玄関のドアを開ける

あの頃作った秘密基地は雑草の下敷きに
隣には誰のかも分からない秘密基地があった
空に光る星は変わらないのにここは変わっていた
海の向こう僕らは旅立つ何も知らないままで

夕焼けの道を歩く
そうだここは帰り道だったな
確かにここにいたはずなのに
覚えていないこともある

久しぶり昔のあの子は変わってた
ごめんねって言えてない
アイツはどうしてるかな

あの頃通った教室の隅の落書きは消えてても
隣にいた君と僕の中にいつまでもあるから
通いつめた小さな駄菓子屋はもう潰れていたし
海の向こう僕らは旅立つ新しい世界へ

いつからこうなってしまったんだろう
大切な何かを忘れていたきっと
人混みに埋もれながらため息をつく
さざめく波そんなことすら忘れかけてた

あの頃見ていた景色の中に今の景色は無くて
電車揺られてる景色の中にあの頃の景色はない

戻れない日々に戻りたいだとか
そうゆう訳じゃないけど
海の向こう僕らは旅立つ何も知らないままで

海の向こう僕らは旅立つ何も知らないままで
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